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1. 実用的見地 から市販 のProcion Ｍ 型（Mikacion

系）の染料について，各繊維に対ナる最適染色 法を見出

すため，以下の実験を行なった。また，市販 の手工芸染

色用染 料につい てもあ わせて比較検討した。

2. ミカシオン染料はア ソ系－ Ａ，ア ントラ キノン系

－B,   各1 種，手工芸染色用市販品は ケミカル カラーを

使用し た。また，繊維試料は木綿，絹， ナイ ロンの３種

を用いた。染料溶液 の吸 収スペ クトルか ら温度,   pH ご

とに経時的安定性 を調 べ，残液 比色 による染着 率の測定

が可能なこ とを 確か め 以下この方法 に より定量 を 行 な

った。染 色性については，木綿は温度， 中性塩濃度，時

間の影響，絹，ナイ ロンで は温 度，pH の影響 を検討し

た。染色物 の堅ろ う度も調 べた。

3. 木綿はA,  B 共に温度20 °Cの染 着率 が高く，中性

塩 の添加で染着率 は増加し50  g//で60%  以上 の値 がえ

られ た。 時間は吸収 はA,    B とも30分，固着 にA  60分，

B 120分 が適当であ る。絹 はアノレカリ染色 で40゜C,pH10

程度で80 ％以上 の染 着率 がえられ，酸染 色ではpH の低

いほ ど染着率は増 す。ナイ ロンは アル カリで は染 めっ き

が悪 く,  PH 3.5 以下に なると80～100 °CでＡ で80%,    B

で90％以上 の値がえられた。 引染 め用染 料の指示どお り

の使用で は木 綿で染 着率50% 程度である。手 工芸染 色で

問題 となるにじ みについ ては，染 料のアルギン酸ソーダ

1% 溶液 である程 度解消 できる。 洗濯堅ろ う度はい ずれ

も良く.    5級 程度 であった。


